
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   アトリエ木下２０１９「写真展」見学 

アトリエ木下の写真展が７月２５日から２８日までソラ 

リアプラザ 1F「ゼファ」で開催されました。研修生は最 

終日に会場を見学させていただきスタッフの方にご案 

内をしていただきました。５月２１日に浄水通本店で撮 

影をしていただいた展示写真を見て思わず指をさし、 

綺麗になった友達の姿に驚くなど会話も弾んでいまし 

た。写真展に展示された研修生の写真はこれから西 

日本研修センターのロビーに展示しますので研修セン 

ターへお越しの際はぜひご覧になって下さい。（廣瀬） 

      

1日 国際協力の日の集い(東京) 

5日 体験農園稲刈り 

     佐賀料理交流会＆佐賀ラブグリーンの翼報告会 

7日 技能実習生ショー＆ザイムル帰国 

11日 九州電力総連宿泊研修(～13日) 

12日 脇山校区稲刈り 

     朝倉推進協議会役員会 

13日 Love FMボートレース 

15日 西日本支部運営委員会 

16日 オーレック社員研修(～18日) 

17日 佐賀県推進協議会幹事会 

18日 クレパス BBQ 

     高田川部屋先発隊入所 

19日 研修生サッカー観戦 

21日 保育園園長会センター見学 

29日   土俵祭り 

 

 

 

 
発行：（公財）オイスカ西日本研修センター まるごと部 

福岡市早良区小笠木 678-1 
TEL(092)803-0311  FAX(092)803-0322 
E-mail: oiscantc@oisca.org  検索 オイスカ西日本 

                            

 

第６７１号 

令和元年１０月号付録 

１０月号の予定 

 
←Facebookと Instagramに日頃の様子を更新中！ 

是非チェックお願いします！ 

 

信州大学 

                                            研修旅行へ行ってきました 

9月 20日（金）から 22日（日）にかけて、2泊 3日で四国へ研修旅行に行ってきました。 

1 日目は、朝 4 時にセンターを出発して、広島の宮島散策と原爆資料館の見学を行いました。宮島にある厳島神社の大鳥

居は工事中のため見ることが出来ませんでしたが、神社以外にも須弥山へロープウェイで登ったりしながら楽しく散策する

ことが出来ました。21日（土）は、オイスカ四国研修センターにて MUFGの四国地区の社員の方が 30名程参加して交流会

が開催されました。前日まで雨が降り当日も雨の予報でしたが、奇跡的に曇りから晴れに変わる天気になり、全ての日程

を無事に行うことが出来ました。料理づくりでは、メキシコのタコスやモンゴルのホーショルなど、どれも美味しく出来上が

り、参加者の皆さんも大満足の様子でした。 

また、農業体験ではサツマイモの収穫作業を行いましたが、途中から 

焼き芋の試食もあり秋の味覚を味わいながら楽しく作業を行いました。 

最終日の 22日（日）は、台風の接近もあったので朝食に讃岐うどんを 

食べてから、どこにも立ち寄らずにセンターまで帰ってきました。 

最終日はちょっと残念でしたが、事故もなく無事に帰ってくることが出 

来たのでとりあえず一安心の研修旅行でした。（豊田） 

                                                                         

 

       

ご協力ありがとうございます！ 
 

（敬称略） 
 

【８・９月の新入会】  

  松尾 悠香           (センター・個人) 

  株式会社 アイパックス   (センター・マンスリー) 

  有限会社 三和商会     (センター・法人) 

  株式会社 DAN        (センター・法人) 

  リプロ福岡 株式会社    (センター・法人) 

 

【８・９月の寄付金】  

  中島 孝智 

 

【８・９月の寄付品】  

  米谷愛、日本エコシステム㈱、鶴田喜代子、加治屋若子 

  早良第一交通㈱、坂本進、㈲三宅農場、原田明 

  福岡リバティライオンズクラブ、永石木工所、浦田円 

  早川幸江、ソノダ、西村征子 

 

 

 

 

 

 

 

長先生（福岡県議会議員）ボーリング大会 

8月 18日、香椎スポーツガーデンにて、長先生後援 

会主催の子ども達を集めてのボーリング大会に研修生 

も参加をしました。殆どの研修生が初体験！ しかし、子供 

達がメインの為、レーンガード付きのためガーター無し！  

子供達と一緒に真剣勝負を楽しんでいました。開会式で 

得意のバンブーバンドを披露し、国際交流も行うことがで 

きました。長先生ありがとうございました。（廣瀬） 

 
オイスカ・ふれあいの翼 inマレーシア 

8 月 26 日～9 月 1 日、マレーシア・サバ州に総勢 11 名で視察に行きました。目的は、毎年研修生を受け入れているサバ

で OB 達がどの様な活動を行っているかの視察と応援に行きました。今回のメンバーには未成年者が 5 名参加して頂き、

初の現地体験をしてもらいました。オイスカならではの視察ツアーで、多少過酷な移動やホテルのエレベータが故障とか、

いろいろありましたが、OB達の活躍、成長、そして成功を確認することができました。KPD-OISCAの研修センターでは、今

年 11 月から受け入れる 1 年半コースの研修が政府公認の資格認定となるとの事で、講師陣がオイスカの OB 達で、誇ら

しいやら、大丈夫かい？と、とにかく驚きでした。 

CFP（子供の森計画）対象の学校でも大歓迎で、 

それぞれで思い出と共に立派に成長を期待して 

多くの樹木を一緒に植えました。今回の参加者の 

皆さんも、5年後、10年後には成長した木を確かめ 

に行ってください。来年は国を変更して同時期に実 

施します。オイスカ会員の皆様、今から貯金しておい 

てくださいね。（廣瀬） 

 

☟ MUFG四国地区社員と家族の皆さんと研修生 
須弥山に登るロープウェイ  ☝ 

原爆ドーム前 平和について考える機会になりました ☝ 

mailto:oiscantc@oisca.org


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モンゴルツアー報告 

8月１日～8日にかけて、市内の養蜂家を中心とした一行 6名（センターの鬼木さんも含む）と一緒にモンゴルツアーへ行っ

てきました。今回の私たちのミッションは、昨年よりオイスカモンゴルで始まった「セレンゲ村における養蜂の普及活動」の現

場視察と管理方法のアドバイスという重要な役割も担っていました。 

今年のモンゴルの夏は大変な異常気象で、年間降水量が 300 ミリのモンゴルが毎日のように大雨に見舞われていました。 

8 月 2 日に一行はウランバートルからセレンゲ村の方に移動しましたが、道路の補修工事もあって 6 時間で行ける行程が

12 時間もかかってしまったというハプニングもありました。それでも一行は何とか無事に養蜂プロジェクトを実施しているセ

レンゲ村に到着し、現場の視察と管理指導、昼食を兼ねた懇親会を行いました。 

養蜂のプロジェクトは今年で２年目という事で、講習を受けた村の女性 10 名程がそれぞれ与えられた巣箱の管理を行って

いました。どの女性も非常に熱心で、日本から来た専門家に「私の蜂をみてください。どうしたら箱を増やせますか？」など

積極的に質問をしていました。 

専門家のアドバイスによると、「ここの蜂はあまり元気もなく数も増えていない。恐らくハチミツを取りすぎているのでしょう。

これではモンゴルの厳しい冬は乗り越えられないでしょう」という事でした。 

村人たちは、他の人よりも箱の数を増やしたくて箱を２段にしていたり、ハチミツの量を取りたいから必要以上に蜜を取って

しまったりしていたのです。しかし、日本の専門家はそのような村人に対し責める事無く、「こんな事はよくあることです。大

丈夫ですよ」と言いながら、２段に積んであった箱を１段にして、これから蜜は取らないようにと指示をして現場での指導は

終了しました。 

セレンゲ村での養蜂の指導以外にも、オイスカが管理する森林での植林作業や OB 研修生との懇親会、ウランバートル市

内の観光など、盛りだくさんの内容でツアーを実施することが出来ました。 

参加した皆さんは、「モンゴルならではの体験がたくさん出来、オイスカの研修生の活躍を直にみることが出来て、本当に

素晴らしい活動をしている事が分かりました」と感想を述べていました。（豊田） 

 

             夏休み森のつみ木広場 

 7月 22日(月)から 8月 22日(木)の間、福岡市内の留守家庭子ども会 12 ヵ所で森の 

つみ木広場が行われました。これは間伐材のつみ木を使って遊ぶ環境教育と研修生と 

一緒になって作る国際交流がセットになった人気のプログラムとなっていますが、台風接 

近中のため残念ながら 1 ヵ所はキャンセルになってしまいました。 

 毎年実施している学校、今回が初めての学校もあり、各校研修生 2，3名で訪問しまし 

た。イスや机を使って 2mを超えるタワーやじゅうたんを広く使った家など多彩な作品を 

完成させました。研修生も初めて見るつみ木の作品に目を丸くしながらも子供達と一緒 

に作成しました。 

 来年も開催をする予定ですので、多くの学校からのご連絡よろしくお願いいたします。（安東） 

 
             夏祭り(横山神社・野芥) 

今年は横山神社と野芥小学校の夏祭りに参加をしました。 

8月 1日に横山神社の夏祭りが開催され、脇山の子ども達と一緒にお神輿 

を担ぎました。夜には神社の舞台で踊りを披露させていただき、最後にビンゴ 

ゲームに参加しました。 

                         8月 3日は野芥小学校の夏祭りで、 

                         フィジー、インドネシア、インドの踊り 

                         を披露しました。地球体験村に参加し 

                         ていた子どもたちも何人かきており、研修生が踊りを披露すると思い出しながら 

                         一緒に踊ってくれていました。両日とも地域の子ども達から大人まで多くの人でに 

                         ぎわっておりました。(園田)   

 

体験農園だより 

9 月 22 日（日）に九州北部を横断した台風 17 号は、私たちの予想を超える暴風雨を引き起こし、至る箇所で被害が出まし

た。特に以前の台風で少しダメージのあったイチゴを植える予定のビニールハウスが大きく湾曲に折れ曲がり、建て直しを

しなければいけない状況になりました。 

イチゴの苗はすでに届き、植えられるのを今かと待ち構えている状況の中で、研修生と慌ててビニールハウスを解体し、 

イチゴの畝を作ってようやく 28日（土）に植え終わりました。 

植えられたイチゴの苗は、日陰の場所に長く置かれていた 

影響でだいぶ弱っていましたが、何とかこれから日差しを 

浴びながら元気を持ち直してくれると思います。 

「これで一安心」といきたいところですが、これから 11月 

までに新しいビニールハウスを同じ場所に作らなければい 

けないのです。 

本当にこれこそ「骨が折れる」ですが、今度作るハウスは 

大きな台風にもびくともしない丈夫なハウスを作りたいと思います。（豊田） 

 

脇山育み会宿泊体験 

８月２４～２５日にかけて、昨年より対応を行っている「わきやまっこ育みネット」の主催で、地元の脇山小学校の生徒 68名が

参加（うち 21 名が宿泊）して、研修センターでお楽しみ交流会が開催されました。内容としては、オイスカ研修生への質問コ

ーナーから脇山〇×クイズ、研修生の踊りの練習など、盛りだくさんの内容で交流会を実施し、夜の時間には練習した踊り

をグループごとに披露しました。夜の 7 時 30 分からはお楽しみのキャンプファイヤーと花火を行い、宿泊する小学生（高学

年）は、お泊り会恒例の「肝試し」がセンターの館内にて行われました。今回の肝試しは天気の影響もあって館内で行われた

わけですが、屋外よりも館内の方がより恐怖感が増し、参加した女の子の数名は「ギャーギャー」悲鳴を上げながら、脅し役

の研修生はそれを見て喜びながら、楽しい肝試しの時間を過ごしました。翌日の朝の行事には全員で参加し、研修生と一緒

に国旗の掲揚をしたりジョギングをしたり、日頃研修生が行っているオイスカならではの規律ある時間を体験してもらいまし

た。 

今回で 2 回目となったこの宿泊交流は、脇山のサポーターの皆さん、参加した子どもの親御さんも含めたくさんの協力のお

かげで、より充実した内容で会を実施することが出来ました。（豊田） 

 

Room to Read Organization の

職員と一緒に撮った写真 ☛ ☜ 写真：横山神社    ☝ 写真：野芥小学校 

質問コーナーの研修生達が頑張っている様子 フィジーの踊りを楽しく練習をしている様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝倉光陽高校交流 

8 月 2 日、朝倉光陽高校との交流会が行われました。野菜

の収穫、エミューの見学、研修生の母国の料理作りを体験

していただき、午後は研修生による国の紹介、学生による

学校紹介、うちわとハーバリウム作りを体験しました。うちわ

作りでは自分の名前、研修生の似顔絵や母国をイメージし

た絵を熱心に描いており、絵を描くことが好きだという新た

な一面を発見しました。次にハーバリウム作りを教えてもら

いました。花がきれいに見えるようによく考えて花を選んだ

り配置を決めていました。中には花を瓶に詰め込みすぎて

しまった研修生も…(笑)出来上がったうちわとハーバリウム

をみてみんな喜んでいました。短い時間の中でお互いにい

ろいろな体験ができて良かったと思います。(園田) 

 

研修生の紹介コーナー ④ 

              フィジーから来た Bulivakarua Tomasiです。ニックネームはトムです。  

             環境保全型農業技術研修生です。34歳です。日本来る前に自分の畑で 

             仕事をしました。キャッサバとバナナと色々な野菜を植えました。そして、 

             2019年 1月～3月まではオイスカフィジーに入りました。 

    ☺ ☺ ？？トムさんに聞いてみましょう？？ ☺ ☺ 

    ●フィジーのおすすめな場所はどこですか？ ☛ フィジーでは有名 

な所がたくさんあります。紹介をするのはヤサワ諸島です。もし観光旅行に行ったら、フィジーのヤサワ諸島をプランに入

れてください。ヤサワ諸島は緑豊かな熱帯雨林、砂浜の裏打ちにココナツの木が広がっています。きれいな海にシュノー

ケリングが最高です。フィジー人にとっては天国という所を表せます。行ってみないとフィジー人の気持ちが分からないと

思います。色々な経験が出来、サメとシュノーケリングかダイブをする、ブルーラグーンでシュノーケリング、火山ピークへ

のハイキング、フィジーの村で訪問または滞在、フィジー料理の勉強、サワイラウ洞窟を掘り下げる、マンタと泳ぐ、スキ

ューバダイビングに行ける、カヤックに行ける、フィジーの工芸を学ぶことが出来るなどです。 

●日本の料理で何が 1番好きですか。 ☛ 刺身と野菜と肉料理が 1番好きです。 

●日本はどうですか。 ☛ 日本はどこに行ってもきれいです。町や市や山の奥でもきれいです。 

●日本での目標、頑張ることは何ですか。☛ 日本で有機農業の仕方を学びたいです。日本の 

文化も学びたいです。そして、国へ帰ったらオイスカフィジーと自分のプロジェクトに日本で学ん 

だ有機農業を広げたいと思います。若い人達に農業の大切さを教えたいです。 

 ●好きな言葉は何ですか。 ☛ “ビナカ”です。「ありがとうございます」という意味があります。 

   “ビナカ“はとても大切な言葉です。誰にでも小さなことでも感謝の気持ちを持ったら、皆が 

        幸せになると思います。 

                 モンゴルから来た Nergui Munkherene です。ニックネームはムギです。 

                 環境保全型農業技術研修生です。25歳です。日本へ来る前に両親の 

             仕事と畑の仕事を手伝いました。 

                 ☺ ☺ ？？ムギさんに聞いてみましょう？？ ☺ ☺ 

             ●モンゴルのおすすめの食べ物は何ですか。 ☛バンシタイツァイです。 

             岩塩のみで味付けする素朴なモンゴル家庭料理です。餃子入りミルク 

スープといった優しい味です。ほとんどのモンゴル人はこの料理が大好きです。食欲が無い 

時この料理を食べると体が良くなります。この料理を食べた後は汗が出て元気になります。                 

モンゴル人は誰でも作ることが出来ます。 

●日本の料理で何が 1番好きですか？☛ 天ぷらと生卵が大好きです。特に、センターで 

取れた卵が大好きです。ケミカルなどを使ってませんので安心して食べれて美味しいです。 

●日本はどうですか？ ☛ 夏の風景がとても素敵です。ご飯がとても美味しい 

です。 

●日本での目標、頑張ることは何ですか。 ☛ 研修センターや色々な所で学んだ 

ことを吸収して、国へ帰ったら家族や友達などに教えます。そして、日本語も頑張り 

たいと思います。 

●好きな言葉は何ですか？ ☛ 私が大好きな言葉は誠実です。この言葉をすご 

 く大切にします。私の母と父がいつも私に話をしています。誠実があれば良い人間 

   になると思います。両親からもらったことで自分の子供達にも教えたいです。 

           

鬼木大明神 今月の一句 
どんなに努力を重ねても運命の神様が振り向いて呉れず 

「もうダメだ！」とガックリうなだれる時が幾度となくやってく

る。「もうダメだと！」を「もう終わりだ！」と思ったら本当に 

終わってしまうのだ絶対「もう終わりだ！」と思うな！！ 

本当の挑戦は「もうダメだ！」と思った瞬間から始まり 

スタートするのだと信じろ！！ 

そう信じれば運命の神様が自分の体 

の奥底から不思議な力を湧かせて呉れる 

はずだ！負けたら終わりなのではない！ 

辞めたら終わりなのだ！ 

負けても、辞めなければ新展開が待っている！ 

 

イエローレシートキャンペーン 

 8月 11日(日)、イオン甘木店でイエローレシートキャンペーンを行いました。これは毎月 11日にレシートが黄色に変わり、

レシート金額の 1％分を支援いただけるものです。 

今回はセンターから 6名の研修生が参加。オイスカ朝倉推進協議 

会からも鶴田喜代子副会長をはじめ 3名にご参加をいただきました。 

研修生は 1階と 2階に分かれレジ前でレシート回収の呼び掛けを行 

いました。この日はお盆前の休日ということもあり、多くのレシートを集 

めることができました。 

次回は 12月 11日にイオン甘木店で呼び掛けを行う予定ですが、 

キャンペーン自体は毎月行っておりますので、近くにお立ち寄りの際は 

ぜひご協力をお願いいたします。（安東） 

             

 
西新の学童保育スイミー交流 

8 月 5 日西新の学童保育スイミーの皆さんが来所し、交流会が行われました。はじめに野菜の収穫体験でナス、ピーマ

ン、ゴーヤを収穫しました。子供達が苦手そうな野菜ですが、どの野菜も好 

きだと言っていました。子供達も研修生も楽しみにしていた川遊びでは研修 

生がタオルで小魚を獲る方法を教えてあげていました。一緒に昼食をとった 

子供達からビーズで作った研修生達の国旗のアクセサリーをもらいました。 

次に 8月 10日に深江観光ホテル前の浜辺で地引網体験をしました。地引 

網は 80名ほどの大人と子供が力を合わせて網を引き、魚が大量に獲れま 

した。中にはエイ、イカ、タコなど珍しい海の生き物もおり、見たことがなかっ 

た研修生達は喜んでいました。そのあと獲れたての魚で焼き魚とフィリピン 

とフィジー流の魚スープを作り、美味しくいただきました。(園田) 

           

 

バンシタイツァイ 

ヤ
サ
ワ
諸
島 

      アテリナの「私に言わせて」 

9月台風がたくさんきました。あまり被害が無か 

ったが稲刈りをする前にお米が倒れました。収穫 

                     前ですので、お米を立ち 

                    上げるために色々な作業 

                     がありました。背中が痛 

                     くなった研修生が居たり 

                     筋肉痛があった人も居ま 

                            

した。無事収穫が出来てよかったです。皆、よく頑張りました。

今美味しいお米を食べられます。ありがとうございました！ ☛ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  有田子供太鼓合宿 

8月 5、6日に有田子供太鼓から 30名が来られ合宿が行われました。ホール 

での太鼓の練習、研修生との料理交流でインドネシア、マレーシア、フィリピン 

の料理作りをし、3つとも無事に美味しく作ることができました。夜には迫力の 

ある太鼓の演奏を聴かせていただき、楽しそうに太鼓を叩いている子供達の姿 

をみて研修生達は演奏に釘付けでした。演奏を聴いたあとは子供達が太鼓の 

叩き方を教えてくれて、みんなで太鼓を叩きました。太鼓を叩くのは一見簡単 

そうですが、叩いてみるとちょっと難しそうでした。(園田) 

       

 

第 24回オイスカ佐賀ラブグリーンの翼 

 8月 17日(土)～21日(水)までオイスカ佐賀ラブグリーンの翼の参加者 12名(男性 3名、女性 9名)がフィリピン・ネグロ

ス島を訪問されました。以下、今回の団長でオイスカ佐賀県推進協議会の島松孝夫会長の感想文を紹介いたします。 

 8月 18日(日)はバゴ研修センターでのオリエンテーションと施設見学、19日(月)はドンサルバドール・ベネディクト村に

向かい、標高 2500mの高山で地元の農業・林業組合の方の協力で 1,500本の苗木を各種揃えていただいて一斉に植樹

をしました。高山での植林は初体験でした。昼食後、モルシエ地域へ移動し、養蚕農業の場所を見学し、説明をいただき

ました。日本でも戦後養蚕農業に取り組んでいたことを懐かしく思い、フィリピンの養蚕農業が更にこれから発展すること

を期待します。 

 次に日本がフィリピンで戦争をし、多くの方々が亡くなられた時の戦没者慰霊塔を訪問しました。昭和 55年に建設され

た場所を見学することができ貴重な体験ができました。 

 20日(火)、9時に生徒数 508名の地元の小学校を訪問。明るい笑顔の小学生から歌や踊りなどの賑やかな歓迎を受

けました。佐賀の参加者からも子供と一緒に歌える曲を披露したら大変喜ばれ盛り上がりました。その後、佐賀から持参

した土産品を子供たちに渡しました。次に、交流プログラムとして子供たちと記念植樹をしました。 

昼食後、28年前にオイスカ佐賀コスモスの会が資金提供し設立したデイケアセンターを訪問し、約 30名の幼児が私た

ちを迎え入れてくれました。そこは女性の先生がボランティアでセンターを支え、その方を中心に父兄が集まり子供たちを 

                                 支えています。そこでは参加者の 1人が持参した手作り風車や 

                                 紙飛行機の作り方を幼児に教え交流ができました。 

                                   4泊 5日の日程で 12名の参加者がフィリピンでの植林活動に 

                                 向かいました。日本では台風 10号の影響もあり心配しましたが、 

                                 期間中は天候に恵まれ道中事故もなく植林活動を終え佐賀到   

                                 着。ご参加いただきました 11名の皆様方本当にご苦労様でし 

                                 た。 (オイスカ佐賀県推進協議会：島松孝夫会長) 

 

熊本ボランティアへ行ってきました 

8月 27日（火）、あいにくの雨模様でしたが、今年で３回目となる熊本県西原村への草刈りボランティアに行ってきました。 

今回は村内にある白糸の滝という観光名所付近の環境美化、草刈りと清掃活動が中心となりましたが、雨が降る中参加し

た 11名の研修生と４名のスタッフで、依頼された場所の草刈りと駐 

車場周辺の清掃作業を実施しました。 

作業は４時間ほどで終了し、たまたま作業している近くのハウスで 

作業していたおじちゃんにも声をかけると、「うちの畑の畔も刈って 

ほしい」というので、そこも草刈りして大変喜んでいただきました。 

まだ仮設住宅に暮らして不自由な生活をしている農業者の方もいる 

ので、少しでもお役に立ちながら元気になってもらえればと思い、引 

き続き活動を継続していきたいと思います。（豊田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語の様子⑤ 

 ９月になりました。まだ日本に来て５カ月ですが、１２月１日に行われる日本語能力試験に申し込むレベルを決定しなけ

ればなりません。多くの研修生が１番下のレベル N5 に挑戦することになるでしょう。それでも漢字は 110 字勉強しなけれ

ばなりません。今年の夏は暑く、突然の雨に見舞われたりと体にこたえる夏でした。それでも隙間時間をみつけて頑張る

研修生もいます。大丈夫かなあという研修生もいます。声かけをしながら、全員合格を目指したいです。 

 先日、「普通体」（カジュアル体）を勉強した研修生。今までは「丁寧体」（です・ます体）しか勉強していませんでした。 

                                「食べる？/食べない/食べた？/食べなかった」 

                                 研修生には、難しい活用ですが、さっそく 

                                  「わかる？」・・・「ううん、わからない。」と研修生同士で話していま 

                                  した。 

                                  「わからない！わからない！」と連呼することのないように、 

                                  頑張れ、研修生！（立石 孝子） 

わからない

… 

「こらぼら Qでん米作りプロジェクト稲刈り体験」開催 

9 月 28 日（土）、当日の天気予報が雨で、前日には雨天時の対応で準備を進めてきました。しかし、当日は強い日差しが

照り付ける秋晴れとなったので、参加者も 50名以上になり、予定を若干変更して田んぼでの稲刈り作業も実施しました。 

作業以外には、稲刈り後からお米として食べられるようになるまでの精米作業の工程を説明したり、参加者全員で白おむ

すびづくりを行ったり、楽しい秋の味覚を満喫することが出来ました。 

そして、今回は参加者からの要望が出ていた研修生との交流の時間をしっかりとって、国の紹介などをグループごとに行

いました。 

交流会も非常に盛り上がり、研修生と参加者との距離も近くなって、とても有意義な稲刈りイベントになりました。（豊田） 

 

お
む
す
び
づ
く
り
の
様
子 

国
の
紹
介
の
交
流
の
様
子 

                                     福岡アジアフィルムフェスティバル 2019 

福岡アジアフィルムフェスティバルが９月１９日から２４日までの期間、福岡アジア美術館８階アジビホールで開催されました。初日の開会式で海外研修生達は民族衣装を着用してバンブー 

バンドの演奏を披露しました。開会式後は環境ドキュメンタリー映画「Seeds～生命の糧」を鑑賞、研修生たちは種と生命の関連の重要性について認識を深めました。また会場ロビーでは西 

日本研修センターの加工品やインドネシア研修センターで生産されたコーヒーや木工製品、箸ケースなどを販売し、来場された方へご購入をしていただきました。尚イベントの収益金の一部 

はオイスカ西日本研修センターへご寄附いただくことになっています。 

ご支援ありがとうございます。(満川) 

 

研修生が自己紹介をしたときの様子   ☛ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ホームクッキング参加 

９月６日(金)、オイスカ会員の藤原様よりホームクッキングにお招きをいた 

だき家政研修生のインドネシアのエル、マレーシアのウス、スタッフのリナ 

さんが参加をしました。当日のメニューは、いなり寿司をはじめ味噌汁、 

人参の胡麻和え、ギョーザ作りと真剣な面持ちで臨み、日頃の経験を活 

かし料理の材料切り、寿司の具材つくりやギョーザを包んだりと工夫して 

料理を作りました。出来上がった料理は昼食としてみんなで美味しくいた 

だきました。ご指導いただきありがとうございました。(満川) 

 
インドネシア内務省より視察来所 

8月 14日～16日にかけて、インドネシア内務省より担当官：ディア女史と OB研修生のディマス君が来所しました。目的は、

インドネシアにおいて長年活動を行っているオイスカとの協約延長を含め、「日本国内での人材育成を確認したい」との意向

で西日本研修センターに来所されました。西日本研修 

センターの環境、人材育成内容をしっかりと視察され、 

また感動されました。インドネシアは国土も広く、また、 

人口が世界で 4番目（2億 6千万人）とこれから伸び 

ゆく国ですが、オイスカが実施する人材育成の重要性 

とその効果を政府としても認識されているようです。今 

後は、政府系農業指導員の研修も行いたいとの意向 

がありました。今後の連携強化が期待されます。 

ディマス君も頑張ってましたよ。（廣瀬） 

 
            脊振山系ミニツアー 

お盆の 13日、今年は研修生のホームステイの代わりに、近隣散策を 

行いました。いつも脇山の農場から仰ぎ見る脊振山でしたが、皆で行っ 

てみよう！！（マイクロバスでしたが・・・）と思い立ちました。先ずは航 

空自衛隊がある山頂の脊振神社上宮へ上り、じっくりと展望、福岡市 

から佐賀まで全体を見通せ、研修生も大喜び。その後、新設された五 

ケ山ダムへ向かい、途中でダム建設で水没する為移設された夫婦杉 

（とても大きく、本当に移植できたのか？！）でおにぎり弁当。その後ダ 

ム散策で楽しみました。意外と近隣に見所があるのがわかり、いい 1日 

となりました。皆様も是非一度行ってみてください。感動しますよ。 

                                        （廣瀬） 

 

 
須恵町国際交流協会バーベキュー交流会 

８月２４日(土)に須恵町国際交流協会のバーベキュー大会が須恵町の守母神社で行われました。交流会には来賓として福

岡県議会議員の吉松源昭先生はじめ、 

協会のメンバー４０名程の方が参加を 

され海外の研修生たちと和やかな雰 

囲気の中楽しく交流をさせていただき 

ました。また年末のクリスマス会にも 

研修生達をご招待いただくなど協会の 

皆様方と親睦を深めさせていただいて 

おります。毎年ご招待ありがとうござい 

ます。(満川) 

 

                    早良高校体育祭 

9月 8日、早良高校の体育祭に参加させていただき、研修生は大縄跳びと俵リフトに出場しました。 

大縄跳びは研修の合間を縫って練習しておいたのですが、本番で 3回しか跳べず、今年は高 

校生がたくさん跳んでいました！俵リフトはモーセスさん(パプア)、イサムさん(インドネシア)、トム 

                             さん(フィジー)が参加し、オイスカの中ではモーセス 

                             さんが一番でした。研修生達は高校生が頑張って 

                             いる姿をみて応援したり、日本スタイルの体育祭を 

                             楽しみました。(園田) 

 

俵リフトを頑張っているモーセス  ☛ 

☚ 飛べないナズマさんの姿（笑） 

糸田町宿泊研修 

9月 12日、13日、糸田町国際交流振興会のお招きで英彦山青年の家で 1泊 2日の宿泊研修が行われました。12日は

糸田町表敬訪問、糸田中学校交流、佐々木農園見学。中学校との交流は１時間 

ほどでしたが、レクレーションを通じて研修生と学生はすぐに打ち解けていまし 

た。佐々木農園の見学ではきれいに植えられた小松菜をみて皆びっくりしていま 

した。夜は青年の家のバンガローで懇親会をし、踊りや歌を歌って非常に盛り 

上がりました。１３日は英彦山神宮へ参拝に行きました。次の大任町道の駅で 

は研修生達は買い物を楽しんでいました。糸田小学校では国の紹介をし、糸田 

町道の駅ではパプアの歌を披露しました。2日間糸田町のいろいろな場所の見 

学とたくさんの方と交流ができました。糸田町国際交流振興会の皆様ありがとう 

ございました。(園田) 

 
       インドネシア独立記念パーティ参加 

9月 5日に天神のホテルニューオータニでインドネシア独立記念パーティ 

が行われました。研修生 2名、技能実習生 4名とスタッフ 2名で参加して 

きました。インドネシア大使のアルフィン閣下も出席されていました。 

パーティに参加したティアさんは「インドネシアと九州は昔から関係がある 

ことに驚きました。これからもインドネシアと九州の良い関係が続いてほし 

いです。パーティでインドネシア人と日本人とたくさん交流ができて楽しか 

ったです。」と話していました。(園田) 

 

脇山校区大運動会 

9 月 29 日に脇山校区大運動会が行われました。今年も優勝したい！と思って皆一生懸命頑張りました。1 位を目指して

いた大縄跳び、練習では 30回以上跳べましたが、本番で 2回しか跳べず…。障害物競争は、出だしは良かったのです 

                            が、サイダー一気飲みに皆苦戦しておりました。リレーでは猛スピードで走 

                             ってこける研修生もいまし 

                             たが、大きなケガをするこ 

                             となく無事に終えることが 

                             できました。2連勝はできま 

                             せんでしたが、いろいろな 

                             ゲームに参加して楽しかっ 

                             たと研修生達は話してい 

                             ました。(園田) 

 



 

 

 

 

研修生の国の紹介 

 

脇山保育所交流会 

8月 22日に脇山保育所の年長組の 20名が来所し、初めての交流会が行われました。 

研修生達は国の服を着て、国旗、有名な食べ物、観光地、動物の紹介、国旗の塗り絵を研修生と一緒にしました。初めて見

る色鮮やかな服や国旗を間近で見ることができて視覚的に楽しめたのではないかと思います。料理交流ではモンゴルのボ

ーズを一緒に作りました。皮を丸めたり、伸ばしたり、いろいろな形のボーズができて、子供達は嬉しそうでした。 

今回、子供達が異文化交流を楽しみ、様々な国に興味をもつことが目的に行われました。センターで体験したことがみなさ

んの思い出の一つになったら幸いです。(園田) 

 

九州電力甘木料理交流会 

9 月 14 日、九電朝倉営業所で料理交流会がありました。所長の引率で私とエルさんとウスさんとデギさんが参加しました。

13名の一般の方々と 3品の料理を一緒に作りました。3グループを作って、楽しく料理交流会が出来ました。インドネシアの

バクソ、マレーシアのナシゴレンカンプング、モンゴルのボーズを作りました。美味しい料理が出来ました。九電としては IHを

使って料理教室は時々やっています。IH を使ってオイスカさんと一緒に料理教室は初めてでした。そして、初めてアメリカ人

のブリと一緒に料理交流会をしました。彼女にとって良い経験になったかなと思います。ご飯を食べた後に、国の紹介とイン

ドネシア、マレーシア、モンゴルでやっているオイスカ活動の紹介もしました。エルさん、ウスさん、デギさんはよく頑張ったと

思います。また、知らない人と交流を出来て、いい思い出が出来たと思います。（リナ） 

インターンの荏原望人 

私は生まれてからパプアニューギニアで育ちました。日本は私の国でもあるので、いつか日本へ行って勉強してみたいと思

っていました。そして若い時に日本語を勉強するべきだと思って私は自分を試しました。それがオイスカに来た理由です。 

オイスカの事を知っていましたが、どのように活動をしているのか本当には理解でき 

ていませんでした。私は今の日本での研修は疲れる時もありますが、面白いです。 

日本に来る前に、日本は時間を守ることがとても大切だと聞きました。私はこれま 

でに経験したことがありませんでした。オイスカに来て時間を守ることを理解しまし 

た。 

私は日本へ旅行に来たことがありました。最初の日本のイメージとは違っていまし 

た。オイスカに来て、センターの生活をして、イメージが変わりました。私は今日本 

でインターンという形で参加させてもらっています。いろいろな経験ができています。 

オイスカに感謝しています。ありがとうございます。 

浴衣着付け体験 

9 月 30 日、研修生達の浴衣着付け体験です。外からのボランティア 3 名と友池のお母さんが研修生達の浴衣を着付

けました。皆が色々な色の浴衣を着ていてとても素敵です。研修生達は日本人が浴衣を着ている姿を見ていないので

このチャンスが出来て、日本人がこの浴衣を着ている気持ちを感じました。大変なこともありますが面白いと美人の姿

を表せるという一人の研修生から言われました。本当の盆祭りを見なかったですが浴衣を着て、盆踊りもして、とても喜

びました。彼達は 1 年しかいないですか本当の盆踊りを体験できなくて少し残念なことがあると思います。でも、オイス

カがこの体験をさせてくれて、素晴らしい考え方だと思います。研修生のみなさん、格好良かったです。素晴らしい思い

出が出来て、良かったね！（リナ） 

  
 

みなさまのご支援でオイスカの活動が支え 

られています。ぜひ、ご入会ください！！ 
 

会員募集 

 

オイスカの活動にご賛同いただける企業・団体や個人の方々

を募集しています。 
 

  ● 維持会員（年額一口） 法人  40,000円 

                   個人  20,000円 

  ● 月額会員（月額一口）        2,000円 
 

◇入会されますと 

・月刊オイスカ誌や各種資料をお送りします。 

・海外ボランティア、視察、交流等に参加できます。 

・講演会やシンポジウム等に参加できます。 

 

◇寄付等によるご協力も随時募集しています。 

 

◇税制上の優遇措置 

 当法人は、2011年 2月 1日に内閣総理大臣の認定を受けた 

 公益財団法人です。寄付金や賛助会員は税制上の優遇措置 

 適応されます。 

 

アメリカ人のブリジットちゃん           

予想外センターに来た 

９月１０日、アメリカ人のブリちゃんがセンターに来まし

た。彼女は大野城国際プログラムで参加して、日本で残

った日々をセンターで過ごしました。彼女はまだ１８歳で

す。彼女は去年３日間ぐらいセンターで農業のインター

ンで来ました。その時、午前だけセンターに居たので会

いませんでした。今回はボランティアで来ました。ちょう

ど研修生が糸田町の宿泊研修に行きました。センター

で人が足りないので、ブリちゃんが色々な作業をしてい

て、非常に大きなサポートをしてくれました。とても明る

い子でした。センターとしては新しい出会いでした。 

彼女は動物が大好きですので、動物と農業が関係ある

と思ったので農業を勉強したかったそうです。センター

での体験勉強ができて良かったと思います。(リナ) 

ブリちゃんの脇山での最後の日に脇山校区

の運動会に参加しました。 

ブリちゃんのさよならパーティの様子 


